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目的　高齢者の居住する住まいの温熱環境を実測すると共に、そこでの住まい方を調査

し、高齢者に対する安全で快適な室内温熱環境について明らかにすることを目的とする。

方法　高齢者の住まいを対象に夏期および秋期において居間および寝室について室内温

熱環境の実測を行った。対象住宅は夏期6 戸、秋期4 戸とした。実測期間は夏期および秋
期において各住宅で１週間実施した。測定項目は室温Ta( 高さO.lm. 0.6m. 1.1m),黒球温度

Tg, 相対湿度RH, 気流速度、外気温湿度および生活行動・着衣量の調査を実施した。夏期

は8 月27日～9 月13日、秋期は9 月19日～lO月4 日に実施した。

結果　実測対象住宅に居住する高齢者には、奈良女大人工気候室において、夏期に丁度

良いと感じる室温に自由に調節してもらう選択気温実験を行ない、選択室温は23°C～29 ℃
となり、被験者によりかなりの違いが認められた。在室時の室温は、平均室温では住宅温

熱環境基準値を満たしているが、室温変動が顕著な住宅もあり、常時基準値を満足する住

宅はなかった。高齢者住宅ではエアコンの使用頻度が少なく、やや高温環境であった。木

造住宅に比べるとRC造住宅の方が室温変動が小で、気候緩和作用も大であり、断熱性や熱
容量が関係していると考えられる。温熱的中性申告時の黒球温度は基準値に比べ、夏期は

高温側に秋期はやや低温側にずれるが、冷房機器をあまり使用しないことによると考えら

れる。生活行動調査でエアコンをよく使用すると申告した高齢者の住宅での室温はやや低

くなることから、住まい方が快適室温に係わることを窺わせており、さらに検討が必要で
ある。卒業研究としてご協力頂いた伊藤綾野、谷口昌世さんには深謝の意を表します。
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目的　 高齢社会に対応すべく特別養護老人ホームの設置が全国で進められてきてい

る。身体的にも生理的にも衰えた複数の高齢者が同室に居住していることが多いことか

ら、入居者に負荷を与えない温熱環境を整えておくことが望まれる。本研究は、気候条

件の異なる愛知県と新潟県の特別養護老人ホームを対象に冬季の温熱環境の実態測定を

行い、現状の把握と改善点についての検討を加えることを目的とした。

方 法　愛知県２施設、新潟県４施設を対象に1995 年の冬季より実態測定を行ってき

た。測定箇所は方角の異なる居室数室｡ 廊下､ 外気とし､小型温湿度記録装置を用いた。

結果　1 ）対象施設のうち新潟の３施設が床暖房を採用していたが､他はファンコイ

ルユニット（天井カセット型）による暖房であった。また、新潟の２施設には空調機器

に組み込まれた加湿設備があり、他の２施設には居室に小型の超音波式加湿器が置かれ

ていた。　2）日平均温度は、愛知の施設でやや低い傾向が、また、新潟の施設で高い傾

向（22 ℃以上）が見られた。３）ファンコイルユニットによる暖房の居室ではどの施設

でも垂直温度の差が大きく、床暖房は少なかった。また、暖房方法の違いによる設定温

度の違いは見られなかった。４）加湿設備のある施設の相対湿度は設備のない施設の値

より高い傾向にはあったが､全般的に柑対湿度が低く､測定期間中30 ％以上にならない
施設や居室があった。　5）施設職員へのアンケート結果から、職員が居室の乾燥状態を

気にしていることが分かり、湿度環境の改善が課題と考える。

なお、本研究の一部は文部省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））によって行われた。
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